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あらまし：本発表では，異文化理解教育の為に作成した eラーニングシステムの紹介と，運用実験とその

結果を報告する．我々は， 異文化理解を目的とした授業を支援する為に，異文化理解の一つの手法であ

る異文化トレーニングを eラーニングとして行うシステムを開発してきた．実装したシステムを共同研究

者の１人の大学の講義で実際に利用している．そこで，本発表では，実際に運用するまでの問題点・運用

後に明らかになった問題点，及びその効果などについての発表を行う． 
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1. はじめに 

多文化共生教育や国際理解教育などの異文化理解

を目的とした授業では，異文化トレーニング（1）とい

う演習が教育手法の一つとしてしばしば用いられる．

しかし，このトレーニングを授業で行うには，専門

知識を持った人材不足や時間制限の問題，またそれ

に伴う実践報告の少なさなどの問題点が挙げられて

いる（2）． 

そこで我々は，異文化トレーニングを e ラーニン

グシステムとして実装して，授業時間外に学生に演

習を提供することによって，上記の問題のうち，時

間制限の問題を解決することができると考え，シス

テムの設計と実装を行ってきた（3）．  

 

2. 異文化トレーニングについて 

異文化トレーニングは，異なる文化環境下でのコ

ミュニケーション能力や，目的達成能力の習得を目

的としているもので，その手法としては「文化」に

ついての学習を中心に，知識面や情緒面，行動面で

の様々な演習を行う． 

異文化トレーニングを高等学校の授業などで行う

際の問題点の一つである時間制限の問題とは，異文

化トレーニングを行う為の座学にほとんどの時間を

取られてしまい，授業全体を通して学生に行うこと

ができる異文化トレーニングの演習には限りがある

事である． 

 

3. 異文化理解の為の eラーニングシステム 

3.1 異文化理解の為の eラーニングシステム概要 

本システムは，異文化トレーニングの時間制限の

問題を解決するために，異文化トレーニングを e ラ

ーニングで行う為のものである． 

本システムは異文化理解を目的として異文化トレ

ーニングを学生に実施する高等教育の授業を対象と

して作成した．授業時間外に学習者に異文化トレー

ニングを提供することによって，講義全体を通して

学習者に実施する異文化トレーニングの演習数を増

やす事ができる．またそのことによって，授業にお

いては，座学や行動面や学生同士の対面式トレーニ

ングなどに専念することができる． 

実装する異文化トレーニングは，共同研究者異文

化教育の専門家である共同研究者の１人が本システ

ムに掲載する為に作成したオリジナルの演習問題で

ある．トレーニング内容は，常識，価値観，ステレ

オタイプ，偏見，自文化中心主義，文化についてで，

全部で７つのステップに分かれている．演習はアン

ケート形式で，問題文，回答方法，及び解説が容易

されている． 

3.2 異文化理解の為の実装機能 

我々は，これらの演習問題を web 上で行うシステ

ムに加え，異文化理解を促進させる為の機能として

様々な機能の設計を行った．今回の実験で使用する

機能は以下の通りである． 

【回答閲覧機能】異文化理解の第一歩である，価値

観や常識の多様性への気づきを促す為に，学生が行

った演習の他人の回答を閲覧する事ができる機能． 
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【掲示板】より異文化理解を深める為に，価値観や

常識の違いについての意見交換を行う為の機能．授

業でのディスカッションとは違い，制限時間を気に

せず発言ができ，また参加者全員の意見（価値観）

を閲覧する事ができる． 

【チャット機能】掲示板以外の場所でも思った事の

書き込みや他人の意見の閲覧ができるスペースを提

供する事によって，ユーザー同士の意見交換を促進．

ユーザーにより多くの意見に触れる機会を提供する． 

【解説のアニメーション】演習問題を作成した共同

研究者に対話形式の解説文を作成してもらい，それ

を元にアニメーションを作成，内容を映像化する事

によって，内容を直観的に理解しやすくした． 

本システムで学生が行うトレーニングの一連の流

れは，以下のようになる． 

1. システムにログイン 

2. チャット機能で意見交換をしながら，演習問

題へ回答 

3. アニメーションまたは文章での解説の閲覧 

4. 他人の回答の閲覧 

5. 掲示板でのディスカッション 

本システムは，web サーバーに apache2.2，システ

ム部分やインターフェースは PHP，html，CSS，デ

ータベースに MySQL，アニメーションを Flashで作

成した．各機能は図１のようにシステムに組み込ま

れている． 

 

4. eラーニングシステムの運用 

仁愛大学で２０１２年４月～８月の間に行われる

異文化理解を目的とした授業「異文化理解」にて，

本システムを運用している．この講義は仁愛大学人

間学部コミュニケーション学科の１～４年生の学生

を対象にした授業で，全１５回（＋最終試験１回）

行われる．今年度の受講者は６０名である．１回の

み，授業時間内に本システムの使用方法を説明し，

以降は授業時間外に自習として学内や学外で使用し

てもらう． 

4.1 ユーザー認証方法の変更 

本実験を行うにあたり，仁愛大学学内にシステムを 

 

 
図１ システムの画面遷移図 

運用する為のサーバーを作成した．その際，ユーザ

ー情報などの登録に仁愛大学の授業管理システムを

利用する為に，本システムのユーザー認証機能の変

更を行った．従来は，ユーザー名とパスワードによ

るユーザーの認証を行っていた．その為，管理者ペ

ージでユーザー情報やパスワードを新たに登録すし，

ユーザーアカウント作成する必要があった．しかし，

当大学の授業管理システムでのユーザー認証データ

を本システムへ渡すことにより，ユーザー登録やシ

ステムのログインを簡単に行うことが可能になった．

授業管理システムから受け取った学籍番号などのユ

ーザー情報を，本システムのデータベースと照らし

合わせ，該当するデータがあればログイン，無けれ

ばユーザーの新規登録を行う．授業管理システムを

通すことによって，本システムにアクセスできるの

は大学に籍を置くユーザーのみであり，セキュリテ

ィ面でも安全である．これにより，学生は当大学の

授業管理システムへログインし，該当授業にアクセ

スするだけで，本システムへのログインを行う事が

可能になった．  

4.2 動作環境に合わせたプログラムの変更 

本システムの開発は LinuxOS 上で行い，システム

の動作確認の web ブラウザには Iceweasel のみを使

用していた．しかし，本システムを使用する仁愛大

学の授業では，Windows7OS のパソコンで web ブラ

ウザには Internet Explorer9 が使用されている．その

為，仁愛大学側から本システムの動作確認をした際，

文字化けや，エラー，レイアウト崩れなどが起きて

しまった．その為，IE9 に合わせてプログラムやレ

イアウトの記述を書き直す必要があった． 

 

5. まとめ 

異文化理解の授業において，異文化トレーニング

使用の際の時間制限の問題を解決するべく，我々は

異文化トレーニングを e ラーニングとして行う為の

システムを開発してきた．今回そのシステムを，実

際の使用環境での運用を試みた．対象大学内にサー

バーを立て，異文化理解を目的とした授業において，

学生の授業時間外課題として本システムの運用を行

っている．その運用結果については発表にて報告す

る予定である． 
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